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「辺野古新基蓮工事巾止 9名護前長選挙勝利」沖縄行動（報告）
11月28日～30日、安保破棄中央実行委員会と全国革新懇による「辺野古新基地エ

事中止・名護市長選挙勝利」沖縄行動に近畿から7名（内大阪から4名）参加しました。
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那覇市で「学習・討論」が行われました。

「名護市長選挙勝利に向けた集い」
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名護市長選へ風を吹かず宣伝行動
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29日の午前中は、名護市の市街地での宣伝行
動に参加しました。

沖縄県統 一 連の名護市長選事務所に集まった
私たちは、統一連の瀬長さんから説明を受けた後
8隊に分かれ、市街地全域での宣伝を行いました。
大阪の4人は、大南という地域を担当し、約2時間
で16回のスポット宣伝を行い、翁長クミコさんへの
支持を訴えました。

この宣伝行動は、今
回の市長選挙に向け
て初めての市内全域
での宣伝となリ、市長
選 挙に向けての風を
吹かすとりくみとなリま
した。

辺野古新基地建設反対を貫き
市民のくらしを守る”忽

新婦人名護
支部、名護
市平和委員
会など地元
の皆さんも
参 加され、
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知事と共に
翁長クミコ名護市長予定候補 当日行われ
ていた「名護まつりでの挨拶を終えた翁長クミコ
名護市長選予定候補が駆け付け、市長選を戦う
にあたって「辺野古新基地反対を貫き、市民のくら
しを守る」と決意を語リ、「名護市長選挙は名護だ
けの戦いではな く、沖縄全体で、そして日本全体
で考えてほしい。全国からお集まリの皆さんのお
力をお借りして、この選挙、ぜひ勝た せてください」
と力強く訴えられました。
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（翁長候補後援会長）

この日の午後、市 集いの挨拶に立った沖縄県統一連代表幹事の
内の大北公民館で 新垣繁信さんは、まだ復帰前の1970年に沖縄で
開催された沖縄県 行われた戦後初の国政選挙において、瀬長亀次
統一連・安保破棄中 郎さんと共に戦った当時を振リ返リながら、「瀬長
央実行委員会・全国 の二つの目をつぶすことはできるだろう。だ が、16
革新懇の主催 で 行 0万のら んら んと輝いている目の監視から逃れる
われた集いには、稲 ことはできない」という言葉を紹介され、「もう戦争
嶺進前名護 市長 が始まっているような沖縄において、全国の皆さ
（ 翁長候補後援会長）、 んと団結して戦い、名護市長選に勝利することが
山里将雄沖縄県議、 辺野古のたたかいを前進させる大きな力となる」と
吉井俊平名護市議、 訴えられました。




